
療
安
全
相
談
窓
口
に
お
け
る
苦

情
・
相
談
状
況
～
神
戸
市
の
事

例
か
ら
学
ぶ
～
」
を
テ
ー
マ
に

神
戸
市
保
健
所
予
防
衛
生
課
医
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北摂 ･丹波支部 　

北
摂
・
丹
波
支
部
は
５
月 

10 

日
、
三
田
市
・
キ
ッ
ピ
ー
モ
ー

ル
で
医
療
安
全
管
理
対
策
研
修

会
を
開
催
し
、25
人
が
参
加
。「
医

《
感
想
文
》　

医
療
安
全
管
理
対
策
研
修
会

相
談
の
実
情
知
り

　
　

よ
り
良
い
診
療
の
励
み
に

務
薬
務
係
長
の
甲
本
博
幸
氏
が

講
演
し
た
。
参
加
し
た
安
部
治

郎
幹
事
の
感
想
文
を
掲
載
す
る
。

　

甲
本
氏
は
患
者
・
家
族
等
か

ら
の
相
談
や
苦
情
、
そ
れ
ら
の

事
例
を
分
析
し
、
こ
れ
ら
を
関

係
者
へ
情
報
提
供
を
す
る
こ
と

を
主
な
業
務
と
さ
れ
て
い
る
。

相
談
件
数
は
年
ご
と
に
増
加
し

て
い
る
。
相
談
内
容
は
医
療
行

為
・
医
療
内
容
、
職
員
の
対
応
・

接
遇
、
医
療
費
で
約
６
割
を
占

め
る
そ
う
だ
。
対
象
施
設
は
病

院
、
診
療
所
で
お
よ
そ
８
割
に

お
よ
ぶ
。

　

相
談
の
背
景
に
あ
る
社
会
的

要
因
と
し
て
①
長
寿
社
会
、
健

康
志
向
の
高
ま
り
②
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
か
ら
容
易
に
情
報

入
手
可
能
、
な
ど
を
挙
げ
ら
れ

て
い
た
。

　

最
後
に
患
者
さ
ん
と
良
好
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
築
く

こ
と
が
大
切
と
、
締
め
く
く
ら

れ
た
。

　

協
会
で
毎
年
、
接
遇
研
修
を

実
施
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

が
、
毎
回
研
修
を
受
け
研
さ

ん
し
、
自
医
院
が
患
者
さ
ん
の

相
談
対
象
に
な
ら
な
い
よ
う
努

め
よ
う
と
肝
に
銘
じ
さ
せ
ら
れ

た
。

　
　
【
三
田
市　

安
部　

治
郎
】

　

　

北
摂
・
丹
波
支
部
は
、
２
月

13
日
、
幹
事
会
学
習
会
「
事
業

系
ご
み
の
適
正
処
理
に
つ
い

て
」
を
開
催
し
、
支
部
幹
事
ら

９
人
が
参
加
し
た
。
三
田
市
経

済
環
境
部
環
境
政
策
局
ご
み
政

策
課
上
島
佳
紀
課
長
、
梶
谷
周

平
係
長
を
講
師
に
、「
三
田
市

に
お
け
る
ご
み
政
策
」
と
あ
わ

せ
て
「
事
業
系
ご
み
の
適
正
処

理
」
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
い

た
。

　

三
田
市
は
事
業
系
ご
み
に

対
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、

ご
み
軽
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
を

効
果
的
に
進
め
る
関
係
で
、

４
月
か
ら
資
源
化
可
能
な
紙

類
の
三
田
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
へ
の
搬
入
規
制
、
搬
入

物
検
査
を
実
施
し
て
い
る
。

新
聞
、
雑
誌
、
段
ボ
ー
ル
な

ど
紙
は
三
田
市
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
へ
の
搬
入
は
で
き
な

く
な
り
、
許
可
業
者
、
再
生

資
源
事
業
者
へ
回
収
を
依
頼
し

リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。
搬
入
物
検
査
も
実
施

さ
れ
、
古
紙
類
が
混
入
し
て
い

な
い
か
内
容
物
を
チ
ェ
ッ
ク

し
、
違
反
が
あ
れ
ば
排
出
事
業

者
に
対
し
立
ち
入
り
調
査
も
行

い
、
指
導
、
啓
発
も
行
う
こ
と

が
紹
介
さ
れ
た
。

　

ご
み
分
別
表
、
資
源
物
取
扱

事
業
者
の
紹
介
、
医
療
機
関
で

の
廃
棄
物
の
処
理
事
例

を
、
写
真
を
用

い
て
わ
か
り
や

す
く
解
説
す
る

な
ど
し
、
参
加

者
か
ら
は
、「
機

密
文
書
の
リ
サ

イ
ク
ル
は
ど
う

し
た
ら
よ
い

か
」「
ど
の
取

扱
事
業
者
が
よ

い
か
」
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
質

問
が
出
さ
れ

た
。

幹事会学習会

ごみ処理事例

図を用いわかりやすく解説

説明する市役所の梶谷氏（左）と上島氏（右）

神戸市の医療安全相談窓口によせられた事例を紹介する

甲本氏



　

北
摂
・
丹
波
支
部
が
参
加

す
る
「
篠
山
の
医
療
を
よ
く

す
る
会
」
は
４
月
11
日
、
篠

山
市
に
対
し
て
懇
談
を
行
っ

た
。
兵
庫
県
社
会
保
障
推
進
協

議
会
が
篠
山
市
に
対
し
て
行
っ

た
「
２
０
１
３
年
社
会
保
障
施

策
等
に
つ
い
て
の
自
治
体
ア
ン

ケ
ー
ト
」
結
果
に
基
づ
い
て
ま

と
め
、
市
長
に
提
出
し
て
い
た

地
域
医
療
に
関
す
る
要
望
書
に

回
答
し
た
も
の
。
篠
山
市
か
ら

は
保
健
福
祉
部
医
療
保
険
課
の

大
戸
輝
美
課
長
、
保
健
福
祉
部

福
祉
総
務
課
の
倉
剛
史
課
長
、

会
か
ら
は
７
人
が
参
加
し
た
。

　

看
護
師
確
保
対
策
と
し
て
、

昨
年
か
ら
行
っ
て
い
る
看
護
師

養
成
の
助
成
制
度
の
利
用
状
況

に
関
し
て
、
大
戸
課
長
は
、
こ

れ
ま
で
の
べ
13
人
が
利
用
し
、

内
２
人
が
卒
業
し
、
篠
山
市

医
療
セ
ン
タ
ー
で
働
い
て
い
る

と
の
こ
と
。
一
定
の
成
果
が
上

が
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。

　

介
護
保
険
の
要
支
援
者
の
地

域
支
援
事
業
の
移
行
に
つ
い
て
の

調
査
で
、
篠
山
市
は
現
在
の
通
所

型
サ
ー
ビ
ス
や
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス

を
活
用
し
、
拡
大
し
て
い
く
こ
と

で
対
処
可
能
と
し
て
い
る
点
に
対

し
て
は
、

現
在
国
に

お
い
て
審

議
中
で
あ

り
、
具
体

的
な
方
針

が
決
ま
り

切
っ
て
い

な
い
の

で
、
何
と

も
今
の
時

点
で
は
言

え
な
い
こ

と
が
多
い

と
し
な
が

ら
、
で
き

る
限
り
現

　　　　　交渉では、社会保障施策の拡充を求めた

「
篠
山
市
の
医
療
を
よ
く
す
る
会
」
が
対
市
交
渉

行
の
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
て
い

く
た
め
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育

成
事
業
な
ど
も
推
進
し
て
い
く

と
回
答
。
だ
が
、
国
か
ら
財
政

的
援
助
が
必
要
で
あ
る
こ
と
と
、

こ
の
ま
ま
で
は
財
政
的
基
盤
の

あ
る
な
し
で
、
市
町
に
よ
っ
て

サ
ー
ビ
ス
に
差
が
出
て
き
て
し

ま
う
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
し

て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に
し
た
。
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